
重要度 Ａ

23002 作成日 更新日 H31.3.31

120700 責任者 担当者 自転車対策担当

H28 ～ H30

区分

遅れて
いる

計画ど
おり
完了

（事業終
了）

指標名 千円

年度 最終値

当初計画値 88,000
変更計画値 88,000

実績値 0
当初計画額 122,318
変更計画額 89,387

実績額 △ 865
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 122,318
変更計画額 89,387

実績額 △ 865

アクションプラン全体計画　（平成２８～３２年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化

番号・取組事業名 駐輪場定期利用使用料・利用料金の見直し H30.4.1

担当部署 土木部　交通施設課 星　雅之

取組年度

効果 歳入増加 その他改善

最終目標

駐輪場定期利用料・利用料金の見直しを図ることで，１０年後を目安に駐輪場運営について受益者負担率を１
００％にする。

年度 取組内容・目標

平成28年度
平成２７年度に実施したパブリックコメントや協議会での意見，指定管理者との協議を重ね，受益者負
担を意識した具体的な料金体系を検討した。

平成29年度
駐輪場利用者へのアンケート及び新料金の掲示による意見聴取を行うとともに，協議会での有識者の
意見を取り入れ最終的な料金案を決定した。

平成30年度 平成３０年度定期利用分より新料金体系を導入した。

平成31年度

平成32年度

駐輪場使用料および駐輪場管理納付金の増加 単位

平成27年度
当初予算（基準） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

53,703 88,000 88,000 88,000 88,000

55,069 88,000 88,000 88,000

52,138 51,350 65,678

△ 2,974 31,323 31,323 31,323 31,323

△ 1,608 31,323 31,323 31,323

△ 4,539 △ 5,327 9,001

△ 2,974 31,323 31,323 31,323 31,323

0 △ 1,608 31,323 31,323 31,323

△ 4,539 △ 5,327 9,001 0 0

見込まれる
その他効果
（金額以外）

各駐輪場ごと
の収容率を平
準化させる。

効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

成果指標

56,677

56,677

56,677

Ｈ３０



重要度

23002 作成日 更新日

120700 責任者 担当者

区分
完了

（事業終
了）

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

アクションプラン（平成３０年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化 Ａ

番号・取組事業名 駐輪場定期利用使用料・利用料金の見直し H30.4.1 H31.3.31

担当部署 土木部　交通施設課 星　雅之 自転車対策担当

取組内容・目標

平成30年度 平成３０年度定期利用分より新料金体系を導入した。

取組項目

新料金体系の実施開始

進捗

計画どおり コメント

今年度より駐輪場定期利用に係る使用料・利用料金の改定により
料金体系が大幅に変更となったが，利用者に大きな混乱はなく，特
に階層別料金によりこれまでと異なる管理となった建物の駐輪場
においても，適切に駐輪場業務が行われている。

進捗・実績

88,000 65,678
駐輪場使用料および駐輪場管理納付金の増加成果指標名 計画値

今後の自転車需要量の予測や動向等を分析して，駐輪場の適正
配置の検討を進めながら受益者負担の適正化に努められたい。

一部達成

完了
（事業終了）

取組内容

計画値

これまでの利用者数から成果指標の計画値を設定したが，民間駐
輪場の増加及び，通勤・通学手段を他の公共機関へ変更したこと
による駐輪場利用者の減少，料金改定に伴う指定管理者の支出
の増加等により，目標値を下回ることとなった。アクションプランは
終了するが，今後は，将来の自転車需要量を予測し，各駅ごとの
駐輪場の適正配置を検討すること等により，受益者負担の適正化
を図る。

コメント

コメント

コメント
指示事項

評
価

鬼沢　徹雄 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

完了
（目的達成）

年
度
末

計画変更
（次年度
以後）

実績値
<<

Ｈ３０



重要度 Ａ

23003 作成日 更新日 H31.3.31

280200 責任者 担当者 推進担当

H28 ～ H32

区分

計画ど
おり

計画ど
おり

計画ど
おり

実施

完了

指標名 校

年度 最終値

当初計画値 63
変更計画値 64

実績値 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0

成果指標

0

0
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

見込まれる
その他効果
（金額以外）

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 63 63 63

0 0 0 64

平成32年度 前年度方針を踏まえた一元化の運用を開始する。

受益者負担制度導入学校数 単位

平成27年度
当初予算（基準） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

平成29年度 制度運用の一元化について，学校教育部と協議。管理・運営方法について実態調査。

平成30年度 制度運用の一元化について，学校教育部と協議。管理・運営方法の見直し。

平成31年度 施設個別計画策定と制度運用の一元化について教育委員会へ議案提出。

最終目標

体育施設の利用促進を図るとともに，他制度（目的外使用）との整合性を図ったうえで，
学校施設開放対象校全校において受益者負担の導入を行なう。

年度 取組内容・目標

平成28年度 目的外使用所管課との協議。他市事例等を参考に検討。

担当部署 生涯学習部　スポーツ課 小貫　省三

取組年度

効果 歳入増加

アクションプラン全体計画　（平成２８～３２年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化

番号・取組事業名 学校体育施設の受益者負担等見直し H30.4.1

Ｈ３０



重要度

23003 作成日 更新日

280200 責任者 担当者

区分

計画ど
おり

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 校 単位 校

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

評
価

計画では，令和２年度には一元化による運営開始となっていること
からすると，令和元年度には，関係団体等との協議，調整，また学
校開放委員会との管理方法等の協議，調整を行い，まとめる必要
がある。ついては，これまで以上にスピード感を持って進められた
い。

受益者負担制度導入学校数

コメント

　学校開放については，開放事業と目的外使用の２方式により運営されて
おり，制度の一元化を前提とした検討を行っているところである。
　平成３０年度は，学校施設開放事業及び目的外使用等に関する学校ア
ンケートを実施し，学校管理職や夜間開放，学校開放運営委員会などが
抱えている問題点や課題について，現状の把握に努め，その結果や内容
について，学校教育部と共有・共通認識を図った。
　また，学校施設開放の自主的管理・運営に向け，先進市（千葉市）への
視察を行い，委託を含めた管理・運営方法等について調査・研究を行っ
た。

コメント

　平成３０年度の取組みの結果，一元化の実現に
向けての多くの課題を把握したため，平成３１年
度については，課題解決に向け更に調査・研究を
重ねる期間としたい。まずは，開放事業の円滑な
運営と学校管理職の負担軽減に向け，学校開放
運営委員会の自主的管理・運営の強化と属性の
調査，現状の整理を行う。

鬼沢　徹雄 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

内容見直し

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

コメント
指示事項

達　成

計画どおり

取組内容 有

計画値 無

計画どおり コメント

　学校開放運営委員会の運用方法や現状の課題についてアン
ケートを実施した。また，その結果を踏まえ，学校教育部と現状の
課題や方向性について共通認識を図った。
　今後，自主的管理・運営の強化に向けた運営委員会のあり方，
運営方法について，検討を進めていく。

進捗・実績

0 0

進捗

取組項目

学校開放利用と目的外使用の制度について，目的外使用所管課と協議

金額の根拠や徴収方法，団体用件などの制度運用面の検討

学校施設開放運営委員会の管理・運営方法の見直し

担当部署 生涯学習部　スポーツ課 小貫　省三 推進担当

取組内容・目標

平成30年度 制度運用の一元化について，学校教育部と協議。管理・運営方法の見直し。

アクションプラン（平成３０年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化 Ａ

番号・取組事業名 学校体育施設の受益者負担等見直し H30.4.1 H31.3.31

<<

Ｈ３０



重要度 Ｂ

23004 作成日 更新日 H31.3.31

280200 責任者 担当者 推進担当

H28 ～ H32

区分

計画ど
おり

計画ど
おり

計画ど
おり

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

当初計画値 1,000
変更計画値 3,600

実績値 0
当初計画額 0
変更計画額 0

実績額 0
当初計画額 29,500
変更計画額 7,410

実績額 △ 342
当初計画額 29,500
変更計画額 7,410

実績額 △ 342

アクションプラン全体計画　（平成２８～３２年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化

番号・取組事業名 手賀沼エコマラソンの経費削減 H30.4.1

担当部署 生涯学習部　スポーツ課 橋爪　良洋

取組年度

効果 歳出削減

最終目標

手賀沼浄化啓発，持続可能な市民マラソンとして定着していくため，大会運営に係る経費の削減と参加費との
バランスを調整し，適正な行政負担のあり方を検討していく。

年度 取組内容・目標

平成28年度 新コースの設定。参加者（一般枠）の1,000名増員。大会の自主運営についての検討。

平成29年度 参加者（一般枠）の1,000名の増員。大会参加費500円値上げ（5,000円）。大会運営費の精査。

平成30年度 平成２９年度と同様。（参加費５，０００円）大会運営費の精査

平成31年度 参加費及び負担金の精査・検証

平成32年度 適正な大会参加費及び大会負担金の額を決定する。

開催市負担金の削減 単位

平成27年度
当初予算（基準） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

― 4,500 4,500 4,500 1,000

0 0 0 3,600

― 0 0

0 6,500 6,500 6,500 10,000

0 0 0 7,410

0 0 △ 342

0 6,500 6,500 6,500 10,000

0 0 0 0 7,410

0 0 △ 342 0 0

見込まれる
その他効果
（金額以外）

効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

成果指標
人口一人当たりの

負担金２７円
１１，０１０千円

11,010

11,010

Ｈ３０



重要度

23004 作成日 更新日

280200 責任者 担当者

区分

計画ど
おり

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

アクションプラン（平成３０年度）
推進項目 23 受益者負担の適正化 Ｂ

番号・取組事業名 手賀沼エコマラソンの経費削減 H30.4.1 H31.3.31

担当部署 生涯学習部　スポーツ課 橋爪　良洋 推進担当

取組内容・目標

平成30年度 平成２９年度と同様。（参加費５，０００円）大会運営費の精査

取組項目

大会事務局会議及び実行委員会議での協議

負担金支出の考え方について検討

大会経費の見直し等（参加者人数，参加費など）や大会委託経費の見直しによる削減

進捗

無

計画値 無

計画どおり コメント

　昨年の参加者枠の増員と参加費の増額の効果や参加者などへ
の影響，反響を注視した。その結果を踏まえた，大会運営に係る収
支を検証し，負担金の適正化・透明化・具現化を図るとともに，負
担金の考え方についても我孫子市や実行委員会と協議，共通認識
を図っていく。

進捗・実績

0 0

継続実施

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

コメント
指示事項

達　成

計画どおり

取組内容

評
価 大会運営に係る経費や受益者負担の金額を精査し，適正な負担

金額を算出することを求める

開催市負担金の削減

コメント

　昨年度，受益者負担と自主運営の観点から，参加料を500円増
加の5,000円とし，また，一般参加者枠を1,000人増員した。
　今年度は，その効果や影響を注視した結果，リピーターが定着し
ており参加者は微増であった。引き続き，受益者負担とのバランス
や考え方を整理して，我孫子市や実行委員会と協議しながら見直
しを図っていく。
　次年度は，大会運営に係る過去３年の収支を精査・検証し，負担
金の適正化・透明化・具現化を示すものとする。

コメント

小貫　省三 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

<<

Ｈ３０


